
平成 30 年度救急業務のあり方に関する検討会（第２回） 

議 事 次 第

日 時：平成 30 年 12 月７日（金） 15 時 00 分 ～ 17 時 00 分 

場 所：フクラシア丸の内オアゾ B 会議室 

１．開  会 

２．挨 拶（横田消防庁次長） 

３．委 員 紹 介 

４．議  事 

（１）今年度の検討項目（中間報告）

（２）その他

５．閉  会 

【配布資料】 

・次第、座席表

・平成 30 年度救急業務のあり方に関する検討会委員名簿

・平成 30 年度救急業務のあり方に関する検討会第 2 回資料

資料１ 傷病者の意思に沿った救急現場における心肺蘇生の実施

資料１-２ とりまとめの方向性 

資料１-３ 実態調査結果（消防本部票） 

資料１-４ 実態調査結果（地域 MC 票） 

資料１-５ 実態調査結果（都道府県 MC 票） 

資料２ 救急活動時間延伸の要因分析 

資料３ ♯7119（救急安心センター事業）の充実 

別紙３－１実施団体の基本情報（事務局案） 

別紙３－２相談毎の統計項目（事務局案）

資料４ 緊急度判定の実施 

資料４－１119 番通報時の緊急度判定対応マニュアル（手引き）（案） 

資料４－２救急現場緊急度判定対応マニュアル（手引き）（案）

資料５ 救急隊の感染防止対策 

   資料５－１救急隊の感染防止対策マニュアルひな形（案）

資料６ 救急業務に関するフォローアップ



平成 30年度救急業務のあり方に関する検討会委員名簿 

（五十音順）◎印は座長、○は副座長 

浅 利  靖 （北里大学医学部救命救急医学教授） 

阿 部 和 彦 （仙台市消防局警防部救急担当部長） 

阿 真 京 子 （一般社団法人 知ろう小児医療守ろう子ども達の会代表） 

有 賀   徹 （独立行政法人 労働者健康安全機構理事長） 

岩 田  太 （上智大学法学部教授） 

坂 本 哲 也  （帝京大学医学部救急医学講座主任教授） 

島 崎 修 次  （国士舘大学防災・救急救助総合研究所長） 

新 海 利 之 （岐阜県危機管理部消防課長） 

武 井 裕 之 （埼玉県保健医療部医療整備課長） 

田 邉 晴 山  （救急救命東京研修所教授） 

長 島 公 之   （日本医師会常任理事） 

樋 口 範 雄  （武蔵野大学法学部特任教授） 

松 村 賢 一 （高槻市消防本部警防救急課長） 

間 藤 卓   （自治医科大学救急医学教室教授） 

森 住 敏 光  （東京消防庁救急部長） 

山 口 芳 裕  （杏林大学医学部救急医学教授） 

山 本 保 博  （一般財団法人 救急振興財団会長） 

行 岡 哲 男 （学校法人 東京医科大学常務理事） 

横 田 順一朗  （地方独立行政法人 堺市立病院機構副理事長） 

横 田 裕 行  （日本医科大学大学院医学研究科外科系救急医学分野教授） 

（オブザーバー）

佐々木 健 （厚生労働省医政局地域医療計画課長） 

鈴 木 健 彦  （厚生労働省医政局地域医療計画課長） 

※平成 30 年８月22日より

○  

◎




